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（単位：百万円） 

区   分 予算額 決算額 差額 
（決算－予算） 

備考 

収入 
 運営費交付金 
 施設整備費補助金 
 船舶建造費補助金 
 施設整備資金貸付金償還時補助金 
 国立大学財務・経営センター施設費交付金 
 自己収入 
  授業料及び入学金及び検定料収入 
  附属病院収入 
  財産処分収入 
  雑収入 
 産学連携等研究収入及び寄附金収入 
 長期貸付金収入 
      計 

 
４，５１６ 

１８２ 
０ 

４０ 
０ 

１，４００ 
１，３４０ 

０ 
０ 

６０ 
４４０ 

０ 
６，５７８ 

 
４，５１６ 

７６ 
０ 

４０ 
０ 

１，１７６ 
１，１０１ 

０ 
０ 

７５ 
６７７ 

０ 
６，４８５ 

 
０ 

△１０６ 
０ 
０ 
０ 

△２２４ 
△２３９ 

０ 
０ 

１５ 
２３７ 

０ 
△９３ 

 
 

（注１） 
 
 
 
 

（注２） 
 
 

（注３） 
（注４） 

 
 

支出 
 業務費 
  教育研究経費 
  診療経費 
  一般管理費 
 施設整備費 
 船舶建造費 
 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 
 長期借入金償還金 
      計 

 
５，９１６ 
５，１８１ 

０ 
７３５ 
１８２ 

０ 
４４０ 
４０ 

６，５７８ 

 
５，４４９ 
４，６５１ 

０ 
７９８ 
７６ 
０ 

６１９ 
４０ 

６，１８４ 

 
△４６７ 
△５３０ 

０ 
６３ 

△１０６ 
０ 

１７９ 
０ 

△３９４ 

 
 

（注５） 
 

（注６） 
（注７） 

 
（注８） 

 
 

収入－支出 ０ ３０１ ３０１  

 
○予算と決算の差異について 
（注１）予算金額に比して決算金額が１０６百万円少額となっています，差額については翌年度繰越

額となっています。 
（注２）予算金額に比して決算金額が２３９百万円少額となっています，差額については授業料の前

受けを行わなかったための少額となっています。 
（注３）予算段階では予定していなかった財団法人からの給付金に伴い，予算金額に比して決算金額

が１５百万円多額となっています 
（注４）予算段階では予定していなかった国，特殊法人及び民間企業からの受託研究の獲得に努めた

ため，予算金額に比して決算金額が２３７百万円多額となっています。 
（注５）予算金額に比して決算金額が５３０百万円少額となっています，差額については災害復旧費

の翌年度繰越額となっています。 
（注６）予算金額に比して決算金額が６３百万円多額となっています，施設関連の整備に努めたため

多額となっております。 
（注７）注１に示した理由により，予算金額に比して決算金額が１０６百万円少額となっています。 
（注８）注４に示した理由により，予算金額に比して決算金額が１７９百万円多額となっています。 
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